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研究成果の概要（和文）：我々は，日本語テレビ字幕(CCTV)コーパスからフォーミュライックシーケンス(FS)を
抽出する方法を開発した。本研究では，FSの候補として，重要なn-gramをCCTVコーパスから抽出する。各n-gram
の出現頻度を計算するため，我々は大量のn-gramをソートし，マージするプログラムをMapReduceアルゴリズム
に基づき開発した。会話セグメント内の話題や場面による分類を行い，対応可能なCan-doの存在を確認した。字
幕コーパスは拡張を続け，13億語規模に拡大した。研究成果は，AAAL，EDMEDIA, E-Learnなどの国際学会を中心
に査読付き論文発表を行なった。

研究成果の概要（英文）：We developed a method for extracting formulaic sequences from Japanese 
closed caption TV Corpus. In this research we extract signifiant n-grams as candidates for formulaic
 sequences of continuous words from a CCTV corpus. To calculate n-gram frequencies we developed 
programs to sort, marge, and count based on the MapReduce algorithm. We examined clustering of 
discourse segments by topics and scenes and confirmed the existence of suitable can-do statements 
for them. We have been continuing to build the CCTV corpus. 
The total number of words in our corpus has reached over 1,300 million morphemes. Regarding the 
research results, we presented peer-reviewed papers mainly on international academic societies such 
as AAAL, EDMEDIA, and E-Learn.

研究分野：情報科学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで存在していなかった大規模な日本語会話コーパスの構築を続け，６年以上にわたる日本のテレビ番組の
字幕データを整備した。規模は３５万番組，１億２千４百万文，１３億３千６百万語超に達した。この大規模な
コーパスから，日本語学習教材にも応用できる特別な意味を持つ複数単語のまとまりであるFormulaic Sequence
（定型表現）を大量に抽出した。定型表現を核にして，コーパス内の会話セグメントを取り出し，セグメント内
の定型表現が表す機能と，各セグメントの話題，場面をCan-doと対応づけることで有益な教材が作成できること
を確認した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
Big Data がビジネス分野でも学問分野でも大きな注目を集めている。言語学や計算言語学で

は，Google が公開した Web 1T は従来の British National Corpus の 1 万倍の規模であり，こ
の Big Data を用いての統計的言語処理や用例ベースドアプローチでの研究が進んでいる。言
語教育でも，2001 年に最新版が発表されたヨーロッパ発の言語教育の世界標準である
CEFR("Common European Framework of Reference for Languages: Learning, Teaching, 
assessment")では「できる(Can-do)」言語教育に変わってきている。言語学，計算言語学分野
で成功を収めている大規模コーパスの利用が期待できるが，十分な規模と種類をもつ話し言葉
コーパスの不在から，CEFR 以降の言語教育の革新は進んでいない。言語教育の革新には，(1)
大規模話し言葉コーパスの構築，(2)語単位ではなく，会話パターンの抽出を可能にする Big 
Data 処理アルゴリズム，及び(3)これらを活用できる会話分類のための word2vec アルゴリズ
ムの改良が必要である。 
 
２．研究の目的 
 
我々はこれまで存在しなかった大規模会話コーパスをテレビ字幕データから構築しており，現

在約 5 万 3 千時間分，約 3千 2百万文分，3億 3千万語(異なり語数 35万種)の規模になってい
る。本研究では，このコーパスを更に拡張する。また構築した大規模コーパスから，複数単語
を組み合わせた数百万通りの文字列パターンの頻度統計をとり，意味ある文字列パターンであ
る Formulaic Sequence(FS)を抽出する。本研究では，この Big Data に対し MapReduce アル
ゴリズムを開発して処理する。抽出した FS を含むコーパス内の会話セグメントと，既存日本
語教科書の Can-do 会話例を，FS の類似性に基づいて対応付ける。この意味的類似性の判定に
は，語単位のword2vecをFS単位に拡張したFS2vecを新たに開発して用いる。これらにより，
大規模会話コーパスから FS を核として，Can-do に対応した日本語教材を作成する。 
 
３．研究の方法 
 
研究組織は，代表者の望月が全体を統括し，談話処理班，談話対応班，日本語教材班の三班で

構成する。各班の主な役割は次の通りである。 
談話処理班では，談話抽出と談話解析の二つの副課題に分かれる。談話抽出は，字幕コーパス

から会話のまとまり(会話セグメント）と FS を取り出す。より困難な課題として，会話セグメ
ント内の 1〜5単語 Nグラムの網羅的な組み合わせでの頻度集計を行なう。我々の会話コーパス
では，約 3千 2百万文内の数百万パターンを扱う必要のある Big Data であるため，MapReduce
型のアルゴリズムを開発し，各パターンの出現位置や頻度から決まり文句や定型表現と看做せ
る Formulaic Sequence(FS)の抽出を行なう。談話解析では，会話セグメントの記述内容や含ま
れる FSから「話題」「場面」「目的」を推測する手法を確立する。 
談話対応班は Can-do 会話例と会話セグメントの対応付けを行なう。Can-do では，(a)「飲食

店などで店員に、料理や飲み物などを短い簡単な言葉で注文することができる。」(b)「デパー
トなどの店員に、買いたい物の売り場がどこにあるかなどについて質問し、いくつかの簡単な
答えを理解することができる。」などのように「〜できる」目標が文によって定義されている。
この「できる」(Can-do)の定義文と会話例を，会話コーパスから抽出した会話セグメントやFS
パターンと比較し，対応付けを行なう。日本語教材班は Can-do に対応付けられた会話セグメン
トの有効性を評価し，日本語教材化する。 
また，研究の前提として，テレビ字幕データからの大規模会話コーパスの継続的な構築を行い

研究に利用できる形で整備をする。 
 
４．研究成果 
 
研究開始当初に5万3千時間分，3億3千万語の規模だったテレビ字幕コーパスの拡張を行い， 

約 35 万番組，約 1 億 2 千 4 百万文分，13 億 3 千 6 百万語超に達する大規模会話コーパスの構
築を行った。字幕データ取得のための自動化プログラムを実装し，継続的な字幕データ収集を
可能とした。収集した元の字幕データはテレビ画面の表示サイズの制限があるために完全な文
ではなく断片化していることが多い。そこで，字幕データ内で断片化している複数の文字列を
つないで文を復元するプログラムを実装した。文取得プログラムでは字幕の表示時間の連続性
および，句読点表示の有無などに基づいて処理を行なった。ただし，句読点を用いていない番
組については，個別の番組データの表記を参照し，規則性が見られた番組についてはプログラ
ムに反映させることで，文復元の精度を向上させた。 

また、MapReduce 型アルゴリズムのプログラムを開発し，単語の N グラムの組み合わせパタ
ーンを作成し，頻度統計を計算した。N グラムは当初約 3 千 2 百万文を対象に N=2 から 5 の範
囲で開始したが，最終的には約 1億 2千 4百万文を対象に N=2 から 9までの範囲に対応した。
コーパス内の文に出現するこの N グラムパターンの中から、出現文が完全一致するパターン群
で最長のパターンを残すアルゴリズムにより，Formulaic Sequences(FS)の重要候補を取り出す



ことができた。この FS を形態素解析辞書として整備し，取り込むことで，形態素の代わりに
FSを用いて文を分割できるようにした。全ての文を FSで分割したコーパスによる FSの頻度デ
ータを用いることで，word2vec を FS ベースに拡張した FS2vec の実現を行った。word2vec の
distance に相当する計算を FS2vec を用いて行い，FSのグループ化を行ったところ，word2vec
の word とは異なり，word 単位よりも長い表現となるFSでは距離の近いものどうしが意味の近
いグループになるとは限らず，意図や目的を同じくする表現のグループ化が見られるというFS
に特有の特徴がみられた。また，比較的長い文字列で構成され，出現頻度も多い FSに絞り込む
ことと，各 FSの字幕データでの出現について番組ジャンルによる偏りを考慮することで，より
実用的な FSのリストを取り出すアルゴリズムの実装も行なった。この FS抽出アルゴリズムは
抽出の際に FSの出現位置を記録する記号化の書式を研究開始当初の方式から改善し，今後増え
続けるデータの世代管理を可能にする改良を行なった。この改良により，これまで，データ量
の関係で形態素単位でのNグラムに限定していたFSの抽出を文字単位でのNグラムで行うこと
が可能になった。 

さらに，FSをキーとした会話セグメントの検索，FS2vec 型の Doc2vec によるセグメント間類
似度計算，SVD での次元縮退，K-means 法によるクラスタリングの一連のプログラムを完成させ
た。これにより特定の FSから開始して，同一 FS表現を含む会話セグメント集合を取り出し，
さらに取り出された会話セグメントを全 FSの類似度によってクラスタリングすることで，話題，
場面の異なるクラスタを生成できるようになった。具体的な対象として，ドラマ，バラエティ，
情報番組の中で「いらっしゃいませ」「ください」を含む約 1800 会話セグメントを 15クラスタ
に分割し，会話セグメント内の話題や場面による分類と対応可能な Can-doを調査した。大量の
事例の中に，特定の Can-doとの対応付けが可能な事例が存在することを確認した。 

また，各クラスタ内の文について，存在する FSを取り出したところ，1つのクラスタに複数
回出現する FS が一定数存在すること，また FSの多くは文末の位置に出現すること，話題や場
面に関する語までを含む FS は多くないことがわかった。この結果から，会話セグメントと
Can-do の対応として，会話セグメント内の FSが Can-do の機能面に関係し，FS以外の名詞周辺
の語は Can-doの話題や場面に関係すると想定して対応づけを行うことで，教材作成が行えるこ
とが確認できた。各段階の研究成果については AAAL，AiLA，EDMEDIA, E-Learn などの国際学会
を中心に査読付き論文発表を行った。 
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